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『台所の考古学』2003より

◆古代の文献からの復元

『風土記』
『延喜式』
『正倉院文書』
『和名類聚抄』等

↓

・地域の特産物

・栽培植物の詳細

・大陸から粉食の導入

・油を使った調理方法

・発酵食品の発達



絵巻物に見られる台所等

『台所の考古学』2003より



・土師器 須恵器
古墳時代以来の食器

・木器の使用
まな板「切板」・箸等

・曲物の容器も普及
平安時代の文献『和名類聚抄』で
は木器として甑が記される

平城京・藤原京出土土師器・須恵器

『万葉乃衣食住』1987より

◆器（遺物）からの食生活の推定

奈良・平安時代
食事風習：大陸からの影響



『台所の考古学』2003より

平安京出土木製品 平城京出土木製品



◆施設（遺構）からの食生活の推定

調理施設としてのカマド
「置きカマド」「造りつけカマド」

７・８世紀の畿内
甑で蒸して食べる「おこわ」から釜・

鍋での調理方法への変化

７・８世紀の東国
土製の蒸し器での調理方法が続く



「置きカマド」例

「造りつけカマド」例

湘南新道関連遺跡



◆調理された「食べ物」の出土
炭化した食物から調理法や内容物を知ることが出来る。

奈良・平安時代
・律令制下、米以外の穀物も栽培奨励

・時期により奨励される穀物の種類が微妙に変化

湘南新道関連遺跡出土炭化種子



『雑穀－畑作農耕論の地平－』2003より
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『食と考古学』2001（一部改変）より

文字資料の出土
木簡や墨書土器に食に関する記述が見られる。



『相模の古代を学ぶ』2008考古学ゼミナール資料より

豉とは相模・武蔵の特産品で、大
豆・海藻を使った発酵食品と考え
られている。



土壌分析からの食
生活の復元

寄生虫卵からの推定

回虫・鞭虫
生野菜

寄生虫は厳密に宿主・中間宿主を
選ぶため、何を食べて感染したかあ
る程度分かる。

有・無鉤条虫
ウシ・ブタ

横川吸虫
アユ・シラウオ等

肝吸虫
コイ科の魚（クチボソ・モ
ロコ・タナゴ・フナ等）

日本海裂頭条虫
サケ・マス

肺吸虫
沢カニ

マンソン裂頭条虫
イヌ

『食と考古学』2001より



鴻臚館 トイレ状遺構

秋田城 トイレ状遺構

『トイレの考古学』1997より



『トイレの考古学』1997より



藤原京（右京七条一坊）

秋田城跡鴻臚館

平泉 柳之御所

回虫卵 鞭虫卵 肝吸虫卵 横川吸虫卵
日
本
海
裂
頭
条
虫
卵

有
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『トイレの考古学』1997より


